
瀧
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巡
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吉
田 

眞
人 

 

世
界
三
大
瀑
布
の
う
ち
ナ
イ
ア
ガ
ラ
（
米
国
・
カ
ナ
ダ
国
境
）
と
イ
グ
ア
ス
（
同
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
ラ
ジ

ル
）
へ
は
行
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
ビ
ク
ト
リ
ア
は
未
訪
問
で
あ
る
。 

 

ナ
イ
ア
ガ
ラ
訪
問
は
半
世
紀
近
く
前
だ
。 

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
街
か
ら
２
０
分
程
車
を
北
に
走
ら
せ
る
と
、
前
方
に
雲
の
よ
う
な
巨
大
な
水
蒸
気
群
が

湧
き
上
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
瀧
の
在
り
か
だ
。 

瀧
が
落
ち
る
直
ぐ
横
に
行
っ
て
見
る
。
高
さ
は
５
６
㍍
で
、
且
つ
幅
が
も
の
す
ご
く
広
く
、
対
岸
が
水
煙

で
見
え
な
い
。
圧
倒
的
な
水
量
で
、
今
に
も
中
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
だ
。
日
本
で
見
た
こ
と
の
あ
る
瀧
と
は

較
べ
る
べ
く
も
な
い
。 

瀧
が
落
ち
て
煙
っ
て
い
る
水
面
に
船
が
見
え
る
。
３
０
０
人
程
が
乗
っ
た
観
光
船
で
、
全
員
頭
か
ら
足
先

ま
で
真
っ
黒
だ
。
何
で
黒
人
専
用
な
の
か
、
白
人
と
黒
人
は
区
別
し
て
乗
船
し
て
い
る
の
か
、
と
疑
問
が
湧

く
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
乗
船
場
へ
行
く
と
疑
問
は
氷
解
。
全
員
が
黒
い
フ
ー
ド
付
ゴ
ム
合
羽
を
着
用
し
て
い

る
の
だ
。
全
身
を
す
っ
ぽ
り
覆
っ
て
も
そ
れ
な
り
に
濡
れ
る
。
そ
れ
も
又
楽
し
い
。 

尚
、
現
在
は
定
員
７
０
０
人
の
大
型
双
胴
船
が
就
航
し
、
合
羽
も
Ｐ
Ｅ
製
と
な
っ
て
い
る
。 

 

イ
グ
ア
ス
へ
は
１
０
数
年
前
に
行
っ
た
。 

な
に
せ
大
き
く
広
い
。
瀧
の
周
囲
が
公
園
で
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
移
動
す
る
。
季
節
に
よ
っ
て
は
３
０
０

も
の
瀑
布
が
出
現
す
る
。
昔
、
こ
の
瀧
を
見
た
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領
夫
人
が 

“
マ
イ 

プ
ー
ア 

ナ
イ
ア
ガ

ラ
”
と
言
っ
た
の
も
頷
け
る
。 

高
さ
８
２
ｍ
、
幅
１
５
０
ｍ
の
Ｕ
字
型
を
し
た
最
大
の
瀑
布
『
悪
魔
の
喉
笛
』
で
船
に
乗
る
。
４
０
人
乗

り
程
の
小
さ
な
ボ
ー
ト
だ
。
瀧
壺
へ
の
突
進
が
謳
い
文
句
で
、
何
と
も
怖
そ
う
。
救
命
胴
着
を
渡
さ
れ
、
着

替
え
や
タ
オ
ル
は
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｅ
袋
に
入
れ
る
。
さ
あ
出
発
、
瀧
壺
手
前
で
小
休
止
の
カ
メ
ラ
タ
イ
ム
、

そ
し
て
突
進
。
バ
ケ
ツ
と
い
う
よ
り
風
呂
桶
の
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
怖
い
と
想
う
暇・
は
な
い
、
た

だ
必
死
に
呼
吸
を
確
保
す
る
の
み
。「
必
ず
全
身
が
濡
れ
る
」
と
案
内
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
、
雨
合
羽
な

ぞ
全
く
役
立
た
ず
、
頭
の
先
か
ら
靴
の
先
ま
で
ず
ぶ
濡
れ
。
船
の
ス
タ
ッ
フ
は
客
が
濡
れ
る
の
を
楽
し
ん

で
、
突
進
を
繰
り
返
す
。
事
故
が
起
き
な
い
の
が
不
思
議
な
く
ら
い
の
ス
リ
ル
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
０
２
３
年
１
２
月
２
８
日
） 

 


